
    
 
 

 
  

第
三
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笠
田
高
等
学
校
進
路
指
導
部 

二
〇
二
〇
年
九
月
三
０
日
発
行 

 

充
実
感
と
楽
し
か
っ
た
余
韻
を
残
し
て
、
成
功
裡
に
文
化
祭
が
終
わ

り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
学
校
行
事
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
一

人1

人
の
力
が
必
要
で
す
。
笠
田
高
校
の
皆
さ
ん
一
人1

人
に
大
切
な

力
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
お
互
い
に
。
そ
し
て
ま
た
、
自
分
自
身
、

実
感
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
工
夫
を
し
て

文
化
祭
を
実
施
で
き
た
こ
と
は
、
記
念
す
べ
き
こ
と
で
す
。 

さ
あ
！
次
は
二
学
期
中
間
考
査
で
す
。
気
持
ち
を
切
れ
替
え
て
、
勉

学
に
力
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。 

三
年
生
は
い
よ
い
よ
進
路
実
現
に
踏
み
出
し
ま
す
。
進
学
で
は
、
総

合
型
選
抜
（
Ａ
Ｏ
入
試
）
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
指
定

校
推
薦
は
校
内
選
考
も
終
わ
り
、
願
書
提
出
・
受
験
の
準
備
を
し
て
い

る
只
中
で
す
。
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
旧
セ
ン
タ
ー
試
験
）
の
願
書

も
送
付
し
ま
し
た
。
学
校
推
薦
型
選
抜
（
一
般
推
薦
）
・
一
般
入
試
は

こ
れ
か
ら
で
す
。
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
頑
張
り
通
す
こ
と
が
大
事
で
す
。 

就
職
は
、
今
年
は
一
ヶ
月
遅
れ
と
な
り
、
一
般
企
業
は
十
月
十
六
日

か
ら
試
験
が
始
ま
り
ま
す
。
公
務
員
志
望
の
生
徒
で
は
、
既
に
一
次
試

験
を
受
験
し
て
き
た
人
も
い
ま
す
。
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
は
、
今
年

度
３
５
名
い
ま
す
。
先
輩
方
の
お
か
げ
で
、
本
校
を
指
定
し
て
求
人
を

く
だ
さ
る
「
指
定
校
求
人
」
も
あ
り
、
就
職
先
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
。

後
輩
に
こ
の
現
状
を
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
、
今
年
の
三
年
生
も
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。 

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
将
来
、
就
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
就
職
を

目
前
に
し
た
三
年
生
は
も
ち
ろ
ん
、
進
学
す
る
三
年
生
、
一･

二
年
生
の

皆
さ
ん
も
、
今
回
、
就
職
に
向
け
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
、
今
か

ら
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

★
い
よ
い
よ
出
願
・
受
験
で
す
！ 

 

七
月
一
日
の
求
人
票
開
示
以
降
、
企
業
見
学
に
参
加
し
、
意
識
と
ス
キ

ル
を
高
め
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
相
談
し
て
志
望
企
業
を
決
定
し
ま

し
た
。
校
内
選
考
通
過
後
、
書
類
を
作
成
し
出
願
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

特
に
履
歴
書
作
成
に
苦
心
し
ま
し
た
ね
。
十
回
以
上
書
き
直
す
人
が

大
半
で
す
。
高
校
で
は
〝
手
書
き
〟
で
す
。
第
一
印
象
は
文
字
。
一
画

一
画
を
丁
寧
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
記
入
内
容
で
は
、
取
得
資
格

・
ク
ラ
ブ
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
大
き
な
プ
ラ
ス
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。
何
も
し
て
い
な
い
と
空
欄
と
な
り
、
評
価
が
下
が
り
ま
す
。

一
番
大
切
な
志
望
理
由
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
、
自
己
Ｐ
Ｒ
も
盛
り

込
み
、
百
字
程
度
で
ま
と
め
ま
す
。 

履
歴
書
の
内
容
を
基
に
面
接
が
行
わ
れ
る
の
で
、
コ
ピ
ー
す
る
の
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

★ 
 

 
  

入
社
試
験
で
は
必
ず
面
接
が
行
わ
れ
ま
す
。 

～
面
接
の
目
的
と
面
接
官
が
見
る
ポ
イ
ン
ト
～ 

〈
目
的
〉 

① 

「
企
業
が
期
待
す
る
社
員
（
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
）
」
に
近
い 

人
物
か 

 
 

② 

素
直
で
人
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
け
る
人
物
か
（
企
業
は
人
と
人 

の
関
わ
り
で
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
） 

③ 

本
人
の
入
社
意
志
が
固
い
か 

 

以
上
を
確
認
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
項
目
と
し
て
は
、
志
望
動

機
・
将
来
の
方
向
性
や
夢
・
職
業
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
・
企
業
の
概
要

・
自
己
Ｐ
Ｒ
で
す
。 

 

不
意
の
質
問
や
、
よ
り
細
か
い
内
容
に
発
展
し
た
質
問
が
あ
っ
た
り
、

ま
た
、
他
の
受
験
者
と
返
答
が
重
な
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
高
校
生
が
答
え
ら
れ
る
内
容
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
焦
ら
ず
、

一
所
懸
命
に
考
え
、
精
一
杯
努
力
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

 

あ
な
た
が
入
社
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
の
人
た
ち
に
良
い
影
響
を

与
え
ら
れ
る
か
、
気
持
ち
よ
く
共
に
仕
事
が
で
き
る
か
を
見
て
い
ま
す
。 

 <

第
一
印
象
を
大
切
に>

 

第
一
印
象
が
決
ま
る
ま
で
の
時
間
は
？ 

 

・
入
室
か
ら
第
一
声
ま
で
…
…
４
８
％ 

 
 

・
自
己
紹
介
か
ら
始
め
の
質
問
へ
の
応
対
ま
で
…
…
２
８
％ 

 
 

・
数
回
の
や
り
と
り
以
降
…
…
２
４
％ 

入
室
時
か
ら
初
め
の
質
問
ま
で
の
数
分
間
で
、
第
一
印
象
が
決
ま
る
と

回
答
し
た
会
社
が
８
０
％
近
く
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
判
断
さ
れ
る
事

柄
は
、
人
柄
、
常
識
度
、
意
欲
と
い
う
合
否
判
定
の
重
要
項
目
で
す
が
、

具
体
的
に
は
、
身
だ
し
な
み
、
話
し
方
、
聞
き
方
、
姿
勢
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
は
、
進
学
の
面
接
に
も
共
通
す
る
も
の
で
す
。
急
に
直
せ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
意
識
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 
 

「
身
だ
し
な
み
」
は
礼
儀
の
ひ
と
つ
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
的
に
地
味

だ
か
ら
嫌
だ
と
か
髪
を
少
し
残
し
て
束
ね
る
と
か
、
他
の
人
と
は
違
う

と
い
う
主
張
は
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
身

だ
し
な
み
の
で
き
な
い
人
は
、
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
印
象
を
与
え
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
髪
型
、
服
装
、
爪
、
足
元
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

「
話
し
方
」
は
、
声
・
表
情
・
視
線
も
含
み
ま
す
。
小
さ
す
ぎ
る
声
は

自
信
の
な
さ
や
入
社
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
不
安
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
は
っ
き
り
と
し
た
口
調
で
明
快
に
話
す
こ
と
で
す
。
ま
た
、

自
慢
で
き
る
事
実
は
堂
々
と
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

「
姿
勢
」
は
、
面
接
の
間
だ
け
で
な
く
、
順
番
を
待
っ
て
い
る
間
や
、

控
え
室
か
ら
面
接
室
ま
で
の
廊
下
を
歩
い
て
い
る
間
も
見
ら
れ
て
い
る

と
意
識
し
て
、
気
を
抜
か
ず
正
し
て
お
く
こ
と
。 

  
 

「
話
の
内
容
」
で
す
が
、
面
接
官
は
、
意
図
を
持
っ
て
質
問
し
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
期
待
す
る
答
え
が
あ
る
の
で
す
。
質
問
の
内
容
を
し

っ
か
り
聞
き
、
的
確
に
答
え
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
緊
張
す
る

と
質
問
が
頭
に
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
何
度
も
練
習
を
し
、
緊
張
の
中
で
も
実
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

み
な
さ
ん
の
就
職
内
定
の
報
告
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
受
験
後
は
、
後
輩
の
た
め
に
受
験
報
告
書
を
作
成
し
て
も
ら

い
ま
す
。
先
輩
と
し
て
役
立
つ
情
報
や
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
伝
え
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 
    

推
薦
入
試
や
就
職
を
希
望
し
て
い
る
生
徒
の
中
に
、
一･

二
年
生
の
時

の
欠
席
日
数
が
多
い
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
欠
席
が
多
い
と
、
企
業

は
よ
く
休
ん
で
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な

り
、
進
学
先
で
は
、
学
校
を
続
け
て
も
ら
え
る
か
心
配
し
ま
す
。
実
際

に
大
学
推
薦
条
件
に
欠
席
日
数
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

逆
に
、
皆
勤
賞
の
生
徒
に
つ
い
て
は
高
い
評
価
を
し
て
く
れ
ま
す
。
皆

勤
賞
は
無
理
で
も
、
で
き
る
限
り
休
ま
な
い
方
が
就
職
・
進
学
両
方
に
有

利
で
す
。
体
調
の
こ
と
は
一
人
一
人
の
事
情
が
あ
り
、
一
概
に
言
い
切

れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
な
り
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
日
頃
か
ら
体
調
管
理
を
心
が
け
、
休
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

  

【
今
後
の
予
定
】 

 
 
 

十 

月 

二 

日(

金)
 

ス
テ
ッ
プ
英
検 

七
日
～
十
二
日 

中
間
考
査 

 
 
 
 
 

 
 
 

十 

日(

土
） 

三
年
ベ
ネ
ッ
セ
・
駿
台
記
述
模
試(

希
） 

 
 

 
 

 

二
二
日(

木
）
一
・
二
年
実
力
診
断
テ
ス
ト(

全
） 

 
 

 
 
 

 

三
一
日(

土
）
三
年
ベ
ネ
ッ
セ･

駿
台
マ
ー
ク
模
試
（
希
） 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
年
ベ
ネ
ッ
セ
総
合
学
力
テ
ス
ト
（
希
） 

 
 
 
 

十
一
月 

六
日(

金
）
漢
字
検
定 

十
六
日(

月
）
公
務
員
模
試
（
二
年
希
） 

 
 

 
 
 
 
 

二
六
日
～
十
二
月
二
日 

期
末
考
査 

 
 
 
 
 

二
九
日(

日)
 

＊
全
統
三
年
セ
ン
タ
ー
プ
レ
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

＊
は
校
外
会
場
で
の
受
験 

進 

路 

だ 

よ 

り 

就
職
試
験
（
一
般
的
な
例
） 

・
面
接
試
験 

・
一
般
常
識
試
験(

一
般
教
養
含
む
） 

・
作
文 

就

職

特

集 

一･

二
年
生
の
皆
さ
ん
へ 


